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安心のネットワーク

道の駅 マキノ追坂峠の
上田茂駅長(左下)とスタッフ 
(ご紹介は10ページ )

「さつまいもチップス」と
「玄米ポン菓子」。カップ
は車のドリンクホルダー
に収まるサイズでドライ
ブにもおススメ

店内には高島市産の
新鮮な野菜や農産物が並ぶ

NOSAI ノンちゃん



小麦赤かび病
穂の一部が褐変している
（品種：びわほなみ）

 小麦赤かび病（拡大）えい 　　　　　　　　　　　　　
頴の合わせ目や小穂と軸の間に、
サーモンピンク色のかびが見られる

（品種：びわほなみ）

防除
情報

麦
類
の
赤
か
び
病
と
か
び
毒
に
つ
い
て

このほかの病害虫の見分け方や最新の発生予察情報などは、
滋賀県病害虫防除所のホームページをご参照ください。 https://www.pref.shiga.lg.jp/boujyo/

　
赤
か
び
病
は
麦
類
の
重
要
病
害
の
一
つ
で
、
主

に
穂
に
発
生
し
ま
す
。
開
花
期
〜
乳
熟
期
に
降
雨

日
が
多
く
、
気
温
が
高
い
と
多
発
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
赤
か
び
病
が
多
発
す
る
と
減
収
す
る
だ

け
で
な
く
、
赤
か
び
病
菌
が
産
生
す
る
人
畜
に
有

害
な
か
び
毒
に
よ
る
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
い
て
、

か
び
毒
の
一
種
で
あ
る
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル

（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
）の
小
麦
で
の
成
分
規
格
は
１
．０㎎
╱
㎏

を
超
え
て
含
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
、
超
過
す
る
と
、
流
通
や
販
売
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
実
際
、
令
和
４
年
に
、
岩
手
県
産「
ナ
ン
ブ
コ

ム
ギ
」で
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の
基
準
値
を
超
え
た
た
め
、
出

荷
さ
れ
た
小
麦
を
回
収
し
た
事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
赤
か
び
病
の
防
除

対
策
は
麦
作
に
お
い
て
は
必
須
と
言
え
ま
す
。

●
防
除
対
策

　
赤
か
び
病
菌
に
よ
る
、
か
び
毒
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
農
薬
に
よ
る
防
除
は
必

須
で
す
。
次
の
事
項
を
参
考
に
適
期
防
除
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

①
小
麦「
び
わ
ほ
な
み
」は
、
赤
か
び
病
に
弱

い
こ
と
か
ら
、
開
花
始
め
〜
開
花
期
と
そ

の
７
〜
10
日
後
頃
に
農
薬
を
合
計
２
回
散

布
す
る
防
除
体
系
を
基
本
と
す
る
。
本
病

が
多
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
散

布
２
回
目
の
７
〜
10
日
後
頃
に
３
回
目
の

農
薬
散
布
を
実
施
す
る
。

②「
び
わ
ほ
な
み
」以
外
の
小
麦
品
種
は
、
開

花
始
め
〜
開
花
期
に
農
薬
を
１
回
散
布
す

る
防
除
体
系
を
基
本
と
す
る
。
ま
た
、
六

条
大
麦
は
、
赤
か
び
病
に
や
や
弱
い
こ
と

か
ら
、
開
花
始
め
〜
開
花
期
と
そ
の
７
〜

10
日
後
頃
に
農
薬
を
合
計
２
回
散
布
す
る

防
除
体
系
を
基
本
と
す
る
。
農
薬
散
布
後

に
気
温
が
高
く
、
曇
雨
天
が
続
く
場
合
は
、

最
終
散
布
の
７
〜
10
日
後
頃
に
追
加
散
布

（「
び
わ
ほ
な
み
」以
外
の
小
麦
品
種
で
は
２

回
目
、
六
条
大
麦
で
は
３
回
目
）を
実
施
す

る
。

③
収
穫
後
は
速
や
か
に
乾
燥
さ
せ
る
。

　
防
除
薬
剤
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
用
病
害

虫
、
使
用
方
法
を
確
認
し
、
収
穫
前
日
数
に
注

意
し
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農作物共済

　
令
和
６
年
産
大
豆
は
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や
吸
実
性
カ
メ
ム
シ
類
等
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
、
子
実
肥

大
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
梅
雨
明
け
以
降
の
干
ば
つ
の
影
響
で
発
芽
不
良
、
生
育
不
良
と
な
り
減
収
す
る
ほ
場
が
多
発
し

ま
し
た
。

　
近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
突
発
的
な
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
安
定
を
図
る
た
め
大
豆
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

大
豆
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

畑作物共済

大豆を加害するミナミアオカメムシの幼虫～成虫（令和6年10月30日撮影）

※大豆共済には、耕地ごとの被害に対応できる一筆全損特例、一筆半損特約はありません。

加入方式

加入要件

対象事故

支払要件

補償割合 9割・8割・7割

評価方法 JA等への出荷データ

全相殺方式

自然災害、病虫害、鳥獣害等

半相殺方式

過去５か年、全量をJA等へ出荷し、今後
も出荷が確実な方で、出荷資料により収
穫量が把握できる方、または青色申告
書等により収穫量が把握できる方。

農家ごとに被害による減収量が基準収
穫量の1割（2割､3割）を超えた場合に
共済金をお支払いします。

8割・7割・6割

現地調査

全ての農家が加入いただけます。

農家ごとに被害による減収量の合計が、
基準収穫量の2割（3割、4割）を超えた
場合に共済金をお支払いします。 
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余
裕
を
も
っ
て
加
入
の
手
続
き
を

　
春
の
農
作
業
開
始
に
伴
い
、
新
た
な
農
機
具
を
導
入
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

不
慣
れ
な
機
械
の
操
作
で
農
機
具
に
損
害
が
発
生
し
、
思
わ
ぬ
修
理
費
用
が
か
か
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
事
故
に
備
え
、
農
機
具
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
に
は
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
加
入
の
際
は
、

早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
以
前
に
紹
介
し
た
損
害
評
価
の
方
法
に
関
連
し
、
標
準
的
な
共
済
金
の

お
支
払
い
の
流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
際
に
事
故
の
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
損
害
通
知
を
い
た
だ
け
な
い
場
合
や
遅
れ
た
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

① 

事
故
が
発
生
し
た
ら
速
や
か
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
被
害
の
状
況
に
よ
り
現
地
確
認
時
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

２
０
２
３
年
春
号（ｖｏ
ｌ
．40
）で
紹
介
し
た
内
容
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
滋
賀
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
② 

組
合
は
被
害
施
設
の
写
真
撮
影
や
被
害
箇
所
の
計
測
等
、
損
害
通
知
を

　 

受
け
た
施
設
の
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

③ 

組
合
は
被
害
を
受
け
た
施
設
の
損
害
割
合
に
応
じ
て
共
済
金
を
算
出
し
ま
す
。

④ 

共
済
事
故
が
発
生
し
た
翌
月
の
25
日
以
降
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　火
災
・
落
雷
・
物
体
の
落
下
や
飛
来
・
破
裂

や
爆
発
・
盗
難
に
よ
る
盗
取
や
き
損
・
鳥
獣
害
・

第
三
者
行
為
に
よ
る
不
可
抗
力
の
き
損
・
衝
突
や
接
触
・

墜
落
や
転
倒
・
異
物
の
巻
込
み
・
風
水
害
・
雪
害
・
地

滑
り
・
そ
の
他
自
然
災
害（
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
除
く
）

※

消
耗
や
経
年
劣
化
に
よ
る
損
害
は
補
償
で
き
ま
せ
ん
。

※

事
前
に
、
加
入
さ
れ
る
機
械
の
購
入
価
格
が
分
か
る
書
類（
販
売
証
明
書
等
）の
用

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

農機具共済

園芸施設共済

共
済
金
の
お
支
払
い
の

　
　
　
　
　流
れ
に
つ
い
て

広
範
囲
の
地
域
に
災
害
が
生
じ
た
際
は
、
損
害
通
知
を
い
た
だ
い
て
か
ら

現
地
確
認
に
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
機
具
共
済
補
償
内
容（
総
合
）

落
雷

火
災
共
済
が
カ
バ
ー

の
被
害
は

補
償
さ
れ
る
事
故
の
例

補
償
さ
れ
な
い
事
故
の
例

落
雷
は
、私
た
ち
の
身
近
に
起
こ
る
事
故
の
一
つ
で
す
。

火
災
共
済
は
雷
に
よ
る
被
害
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、な
か
に
は
補
償
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、速
や
か
に
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
付
後
、事
故
内
容
の
現
地
調
査
や
必
要
な
書
類
な
ど
、今
後
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

●
落
雷
に
よ
っ
て
屋
根
が
破
損
し
た

●
送
電
線
な
ど
に
落
雷
し
、過
電
流

に
よ
っ
て
電
化
製
品
が
故
障
し
た

※

テ
レ
ビ
等
の
電
化
製
品
は
、家
具
類
に

共
済
加
入
が
あ
る
場
合
に
限
る

損
害
の
認
定
に
は
修
理
・
撤
去
を
行
う
前
の
現
地
確
認
が
重
要
で
す
。

事
故
発
生
後
、速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建物共済

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
事
故
報
告
を
す
る
前
に
修
理
・
処
分
等
を
し
た
。

●
破
損
や
故
障
し
た
原
因
が
、経
年
ま
た
は
消
耗
だ
と
判
断
し
た
。

●
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

保管中農産物
補償共済

　
無
人
の
倉
庫
を
狙
っ
て
保
管
中
の
農
産
物
が
盗
難
被
害
に
遭
う
こ
と
や
、自
然
災
害
で

保
管
す
る
建
物
ご
と
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
つ
い
て
は
、収
入
保
険
等
へ
加
入
を
す
る
な
ど
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
収
入
保
険
の
ほ
か
に
、品
目
を
限
定
し
て
保
管
中
の
農
産
物
を
災
害

か
ら
守
る
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。手
頃
な
掛
金
で
補
償
対
象
の
広
い「
保
管
中
農
産
物

補
償
共
済
」で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■ 

補
償
対
象

　
農
作
物
共
済（
水
稲
・
麦
）、果
樹
共
済（
ぶ
ど
う
・
な
し
）、畑
作
物
共
済（
大
豆
・

小
豆
）加
入
者
が
共
済
目
的
と
し
て
選
択
し
自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物

■ 

補
償
対
象
と
な
る
主
な
事
故

建
物
に
保
管
中…

火
災
・
落
雷
・
破
裂
ま
た
は
爆
発
・
盗
難
・
自
然
災
害

輸
送
中
の
事
故…

火
災
・
破
裂
ま
た
は
爆
発
・
衝
突
・
墜
落
及
び
転
覆（
荷
崩
れ
を
除
く
）

■ 

補
償
期
間
及
び
共
済
掛
金

倉
庫
な
ど
で
保
管
す
る

　
　農
産
物
へ
の
備
え
は

　
　
　
　
　
　で
き
て
い
ま
す
か
？

A
タイプ

連続する120日間
（一時保管向け）

1品目/1口
2,500円

B
タイプ

1年間
（通年保管向け）

1品目/1口
6,500円
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収
入
保
険
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
令
和
６
年
分
の

確
定
申
告
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
ら
、「
青
色
申
告
決
算
書
」等
の
税

務
申
告
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
書
類
に
基
づ

き
、
保
険
期
間
の
農
業
収
入
金
額
を
確
定

し
ま
す
。
確
定
し
た
農
業
収
入
金
額
が
補

て
ん
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
保
険

金
等
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
し
た
令
和
６
年
分
の
農
業

収
入
金
額
を
含
め
た
、
過
去
５
年
分
の
農

業
収
入
金
額
の
平
均
額
を
基
本
と
し
て
、

規
模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
を

考
慮
し
て
令
和
７
年
の
基
準
収
入
金
額
を

設
定
し
ま
す
。

■
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
収
入
減
少

が
１
割
以
上
見
込
ま
れ
る
場
合
。

　※

気
象
災
害
の
場
合
は
、
写
真
の
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
作
付
け
す
る
品
目
や
面
積
な
ど
営

農
計
画
に
変
更
が
あ
る
場
合
、
基

準
収
入
金
額
、
保
険
料
等
の
再
算

定
を
行
い
ま
す
。

■
法
人
化
や
承
継
の
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
期
間
中
に
は「
農
作
業
日
誌

（
作
付
け
・
施
肥
・
防
除
・
収
穫
等
）」、

「
販
売
帳
簿（
販
売
金
額
・
数
量
等
）」

の
記
帳
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
申
告
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

税務申告書類は
保険金請求や基準収入金額の

基本となります。

ご提出いただきたい書類 個人の場合

法人の場合

• 所得税の確定申告書第一表
•青色申告決算書及び収入金額の内訳

•法人税の申告書の別表一及び別表四
•損益計算書

※そのほか、売上、作業受託、仕入れ、雑収入、事業消費、期首棚卸、期末棚卸等品目ごとに
金額が分かる書類があればご提出ください。

こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
を
！

東
近
江
市

農
事
組
合
法
人

蒲
生
寺
町
営
農
組
合

代
表
理
事

 

す
み
　     

と
く   

お

角
　徳
男
さ
ん（
71
歳
）

【
経
営
規
模
】

水
稲
18
．６
㌶

輸
出
用
米
６
．２
㌶

小
麦
９
．１
㌶
　
大
豆
３
．３
㌶

　
木
尾
町
に
あ
る
農
事
組
合
法

人
Ｌ-

フ
ァ
ー
ム
き
お
は
、水
稲
、

麦
、
大
豆
だ
け
で
は
な
く
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

イ
チ
ゴ
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
は
、
ハ
ウ

ス
の
新
設
当
初
か
ら
加
入
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
５
月
に
は
、
突

風
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
る

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
１
万
円

を
超
え
る
被
害
か
ら
補
償
の
対

象
と
な
る
小
損
害
不
填
補
１
万

円
特
約
を
付
加
し
て
い
た
の
で
、

補
償
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
の
安
心
感

ビ
ニ
ー
ル
だ
け
の
被
害
で
し
た

が
、
共
済
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
少

し
で
も
補
償
が
受
け
ら
れ
る
の

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
　

　
近
年
は
異
常
気
象
が
頻
発
し

て
お
り
、
自
然
災
害
に
対
し
て

大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
万
が
一
の
と
き
に

補
償
が
受
け
ら
れ
る
園
芸
施
設

共
済
は
心
強
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

安
定
し
た
経
営
の
た
め
に

　
自
分
た
ち
の
土
地
は
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
を
目
標
に
、
２
０
１
３

年
、
集
落
の
農
家
13
人
が
集
ま
り

営
農
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
初
13
人
だ
っ
た
組
合
員
も
、

高
齢
化
等
で
今
は
６
人
に
な
り
ま

し
た
。
70
代
が
２
人
で
、
残
り
４

人
は
40
代
〜
50
代
と
若
い
組
合
員

が
多
い
の
で
す
が
、
兼
業
農
家
の

た
め
、
い
つ
で
も
農
作
業
に
出
ら

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
収
入
保
険
に
は
、
制
度
開
始
時

の
19
年
よ
り
加
入
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
、「
収
入
保
険
」か「
共
済

と
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

（
ナ
ラ
シ
対
策
）」か
で
地
域
の
農

家
の
意
見
は
二
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
当
組
合
は
、

蒲
生
地
域
で
一
番
に
収
入
保
険

に
加
入
し
ま
し
た
。

　
法
人
の
経
営
で
重
要
な
の
は

持
続
性
で
あ
り
、
ど
れ
だ
け

安
定
し
て
経
営
で
き
る
か
ど
う

か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

点
で
収
入
保
険
は
、
法
人
経

営
の
安
定
に
直
結
す
る
農
作

物
の
売
上
を
見
て
補
償
し
て
く

れ
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
で
、
法
人
経
営
に
お
い
て
長

い
目
で
見
て
、
安
心
と
安
定
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加入者の声加入者の声
万が一の備えとして、園芸施設共済、収入保険に加入している農業者に話を聞きました。

収入保険

園芸施設共済

長
浜
市

農
事
組
合
法
人

Ｌ‒

フ
ァ
ー
ム
き
お
　
代
表
理
事

  

み   

か
み
　   

　や
す  

ひ
こ

三
上
　保
彦
さ
ん（
66
歳
）

【
経
営
面
積
】

水
稲
22
．5
㌶ 

大
麦
7
．3
㌶

大
豆
2
．7
㌶

ミ
ニ
ト
マ
ト
３
．４
㌃（
ハ
ウ
ス
１
棟
）

イ
チ
ゴ
13
．６
㌃（
ハ
ウ
ス
２
棟
）

0607



家
畜
診
療
所

東
部
診
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　後
藤 

圭
昭
　獣
医
師

子
牛
の
防
寒
対
策

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
密
飼
育
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
寒
さ
を
防
ぐ
た
め
に
牛
舎
を
閉
め
切
っ
て

し
ま
い
、
換
気
を
怠
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
飼
育
管

理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

診
療
所
だ
よ
り

　
こ
ん
に
ち
は
。
冬
も
終
わ
り
に
向
か
い
、
こ
れ

か
ら
春
に
差
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
子
牛
の
防
寒
対
策
は
で
き
て
い
た
で
し
ょ
う
か
?

人
間
同
様
、
牛
も
寒
さ
の
影
響
に
よ
り
体
調
を
崩

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
防
寒
対
策
を
見

直
す
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
牛
は「
寒
さ
に
強
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、
子
牛

は
、
成
牛
に
比
べ
て
体
重
あ
た
り
の
表
面
積
が
大

き
く
、
体
温
を
奪
わ
れ
や
す
い
こ
と
、
第
一
胃
が

未
発
達
な
た
め
に
発
酵
熱
が
少
な
い
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
体
温
調
節
が
苦
手
で
す
。
そ
の
た
め
、
子

牛
は
寒
さ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
病
気
に
な
り

や
す
い
で
す
。

　
子
牛
を
病
気
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
言
う
の
は
簡

単
で
す
。
し
か
し
、
牛
舎
内
は
換
気
の
た
め
、
外
気

に
触
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
冷
え
や
す
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
や
濡
れ
た
敷
料
の
上
に
い
る
と
体
調
を
崩

す
子
牛
も
出
て
し
ま

い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
夏
場
よ
り
も
敷
料

交
換
の
頻
度
を
多
く

し
て
、
清
潔
な
牛
床

が
保
た
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
子
牛
の
一
般
的
な

防
寒
対
策
と
し
て
、
防
寒
ベ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

他
に
は
防
寒
ベ
ス
ト
に
カ
イ
ロ
を
貼
る
、
い
ら
な
い

洋
服
を
ベ
ス
ト
代
わ
り
に
着
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
防
寒
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
子
牛
の

体
を
濡
れ
た
ま
ま
放
置
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

濡
れ
た
ま
ま
で
は
体
温
を
奪
い
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
吊
り
下
げ
式
の
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
は
外
側
か

ら
の
加
温
と
し
て
子
牛
の
寒
さ
対
策
に
有
効
で
す

が
、
ヒ
ー
タ
ー
と
牛
の
距
離
が
近
す
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ヒ
ー
タ
ー
の
真
下
は
、
約

50
℃
に
な
る
の
で
、
子
牛
と
の
距
離
が
30
㌢
以
上

に
な
る
よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
く
つ
か
の
防
寒
対
策
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ス
ト
レ
ス
の
な
い
牛
舎
環
境
が
病
気
に
な
ら
な
い

た
め
に
最
も
重
要
で
す
。
子
牛
だ
け
で
な
く
、
成

牛
も
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
異
変
が
起
こ

　家
畜
共
済
で
は
、
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
基

づ
く
ト
レ
サ
情
報（
牛
個
体
識
別
情
報
）が
非
常
に

重
要
で
す
。
特
に
期
首
引
受
時
、
期
末
調
整
時
、

事
故
発
生
時
に
は
正
確
な
情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　家
畜
の
出
生
、
導
入
、
出
荷
、
死
亡
な
ど
の
異

動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ト
レ
サ
情
報
の
迅
速
な
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
レ
サ
登
録
の
お
願
い

畜産農家
の方へ

話
す
谷
口
さ
ん
。
現
在
は
家
族
に
作
業
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
イ
チ
ジ
ク
の
ほ
か
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
桑

の
実
な
ど
を
栽
培
す
る
。
栽
培
方
法
を
試
行
錯
誤
し
て

植
物
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　「
ハ
ウ
ス
栽
培
は
動
物
に
食
べ
ら
れ
る
心
配
も
な
く
、

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
被
害
に
も
遭
い
に
く
い
の
で
、

樹
上
で
完
熟
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
購
入
し
た
人
が

一
番
お
い
し
い
状
態
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
収
穫
し
出

荷
し
て
い
る
」と
話
す
。
イ
チ
ジ
ク
の
実
は
デ
リ
ケ
ー
ト

な
こ
と
か
ら
、
一
般
に
流
通
し
て
い
る
イ
チ
ジ
ク
は
完

熟
手
前
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
谷
口
さ
ん
は

収
穫
か
ご
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
シ
ー
ト
を
敷
き
、
重

ね
ず
に
並
べ
る
こ
と
で
、
皮
と
皮
が
く
っ
つ
い
て
皮
が
む

け
て
し
ま
う
の
を
防
い
で
い
る
。
枝
は「
く
き
た
っ
ち
」

や
エ
ク
セ
ル
線
な
ど
を
使
っ
て
誘
引
し
、
暑
い
日
は

か
ん
す
い

潅
水
を
こ
ま
め
に
し
て
葉
焼
け
を
防
ぐ
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
。

　
収
穫
し
た
イ
チ
ジ
ク
は
、
市
場
出
荷
の
ほ
か
地
元
の

直
売
所
な
ど
で
販
売
す
る
。「
雨
に
あ
た
ら
な
い
の
で

皮
も
薄
く
、
傷
み
に
よ
る
す
っ
ぱ
さ
も
な
い
。
完
熟
さ

せ
た
イ
チ
ジ
ク
は
甘
く
て
皮
ま
で
お
い
し
い
と
好
評
だ
」

と
笑
顔
で
話
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、「
こ
れ
か
ら
も
多
品
目
栽
培
を
し
な

が
ら
、
良
い
栽
培
方
法
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

農
薬
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
し
て
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
に
も
力
を
入
れ
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　「
新
し
い
栽
培
方
法
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ん
だ
ら
、
積
極
的
に
実
践
し
て
い
る
」と
話

す
の
は
、
栗
東
市
の
エ
コ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
代

表
の
谷
口
健
與
さ
ん
。
イ
チ
ジ
ク「
桝
井

ド
ー
フ
ィ
ン
」９
㌃
を
経
営
の
柱
に
、
計
１
㌶

ほ
ど
で
果
菜
類
な
ど
年
間
約
４
０
０
品
種

を
栽
培
す
る
。

　「
子
ど
も
の
時
か
ら
植
物
が
好
き
で
、
植

物
を
研
究
す
る
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
」と

「主に息子と作業し、娘は収
穫、妻はパック詰めなどを手
伝ってくれて家族で経営して
います」と話す谷口さん

お
い
し
さ
に
妥
協
な
く

作
業
効
率
化
を
追
求

栗
東
市

代 

表
エ
コ
ー
・
フ
ァ
ー
ム

▼
経
営
規
模
＝
イ
チ
ジ
ク
、
果
菜
類
な
ど
１
㌶

 

た
に  

ぐ
ち

　  

　  

け
ん   

よ

谷
口
　健
與
さ
ん（
75
）

滋賀発！

農業人
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〒520-1811 滋賀県高島市マキノ町海津897-27
TEL .0740-28-8081　FAX.0740-28-0228

【営業時間】 9：00~18：00
【定 休日】毎週火曜日、年末年始
※海津大崎の桜開花シーズン、ゴールデンウィークシーズン、
　夏休み行楽シーズン、メタセコイア並木紅葉シーズンは火曜日も営業。　

高島市

紹介
スポット

ossaka-touge.com

【HP】 【Instagram】

makino.ossakatouge

おっさかとうげ

道の駅  マキノ追坂峠 

道
の
駅  

マ
キ
ノ
追
坂
峠 

お
っ

さ
か

と
う
げ

JRマ
キノ
駅

JR永
原駅

道の駅  マキノ追坂峠 道の駅  マキノ追坂峠 

287

287
161

303 557
JR湖
西線

琵琶湖

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道

海津大崎

検索道の駅  マキノ追坂峠 

【駐車場】 81台

イベントや営業日の情報はこちら

　北
陸
や
畿
内
へ
の
交
通
の
要
衝
に
あ
る

「
道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠
」は
休
憩
や
買
い

物
で
立
ち
寄
る
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。

店
内
に
は
高
島
市
産
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　山
村
地
域
の
農
村
交
流
が
テ
ー
マ
に
掲

げ
ら
れ
、「
朝
穫
の
野
菜
や
果
物
を
届
け

た
い
」
と
高
島
市
内
の
農
家
さ
ん
に
よ
っ

て
新
鮮
な
農
産
物
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　米
粉
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
パ
ン
は
、

地
元
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
消
費
拡
大
を

目
指
し
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
に
も
や

さ
し
い
焼
き
立
て
米
粉
パ
ン
と
し
て
店
頭

に
並
び
ま
す
。お
客
さ
ま
の
意
見
や
製
造

に
携
わ
る
女
性
の
目
線
を
活
か
し
て
、
季

節
限
定
商
品
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
発
案
の
過
程

か
ら
女
性
参
画
を
発
揮
し
た
就
業
の
場
づ

く
り
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　柿
の
里
で
あ
る
同
市
今
津
町
深
清
水
産

の
柿（
平
核
無
）を
使
っ
た
カ
キ
ー
マ
カ

レ
ー
や
米
粉
1
0
0
%
の
塩
ク
ッ
キ
ー
、
焼

き
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
滋
賀
県
環
境
こ
だ
わ
り

農
産
物
の
認
証
を
受
け
て
い
る
農
産
物
を

活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
ほ
か
、
近

隣
市
町
と
の
交
流
に
よ
る
名
産
物
や
お
土

産
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　琵
琶
湖
を
一
望
で
き
る
絶
景
レ
ス
ト
ラ
ン

で
味
わ
え
る
地
元
産
の
そ
ば
は
、
道
の
駅
で

石
臼
挽
き
し
毎
朝
製
麺
さ
れ
る
逸
品
で
す
。

　駅
長
の
上
田
茂
さ
ん（
68
）は「
生
産
者

や
お
客
さ
ま
、
そ
し
て
県
内
外
の
道
の
駅

と
の
交
流
に
よ
り
、
西
近
江
路
を
更
に
活

性
化
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　桜
の
時
期
や
新
米
の
季
節
な
ど
、
時
季

に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
朝
市
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

6種のスパイスと高島市の柿を
合わせた深みのあるキーマカレー

「滋賀県環境こだわり農産物認証」の
米粉を使用した米粉100％の
米粉パン、クッキー

「マキノ追坂峠のパン工房」
で作られた米粉スイーツ
「玄米＆大豆 フロランタン」

南部支所　事務所移転のお知らせ

レインボーロード洲本町
法竜川

コンビニ

Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀

守
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

NTT
西日本

すもと岡本
歯科

薬局

公民館 日
産
自
動
車

イ
マ
イ
ラ
ジ
オ

Panasonic shop

旧北消防署
出張所跡地

新
事
務
所

浜
街
道

11477

至近江八幡

至草津

　南部支所（守山市吉身二丁目5番38号）は、
昭和62年11月に（旧）湖南農業共済組合が設
立されて以来、長年にわたり皆様にご愛顧を
いただいておりましたが、令和7年8月（予定）
をもって事務所を移転させていただきます。
これまでのご厚情に感謝申し上げます。
　移転後は守山市洲本町1260番6（右記地
図参照）の新事務所にて、業務を行うことと
なります。これまで同様、組合運営にご理解
ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

南部支所
（新事務所）

〒524-0103　守山市洲本町1260番6
TEL.077-532-0068（変更日：令和７年8月（予定））　FAX.077-532-0115
フリーダイヤル：0120-031-393（フリーダイヤルは変わらずお使いいただけます。）
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「総務省｣や｢警察官｣等を騙る
詐欺電話が急増中!!

● 警察官が新しく口座を作るように言ったり、口座のお金を移すように言うことはありません。
● 誰にもキャッシュカードを渡したり、暗証番号を教えたりしないでください。
● 同様の電話があれば、すぐに電話を切り、警察に相談してください。

危険
総務省を騙った者から「あなたの携帯電話番号が使われており、被害届が警察に出ています。」
という不審電話がかかっています。このあと警察官を騙る者に電話が替わり「詐欺事件で逮捕
した犯人があなたの口座にお金を振り込んだと言っている。あなたの口座のお金を調べるので
別の口座に移してください」などと言ってお金をだまし取る手口の詐欺が発生しています。

125名からご応募がありました。ありがとうございました。
今回もご応募お待ちしております。

Q ク イ ズ

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ 行

応募先

前回の
答え

ご連絡 · お問い合わせは下記電話番号へ

０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１本 　 　 所

支 所 名
０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６

０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１
南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市

高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所

０１２０‒５０９‒０３１北 部 支 所 長浜市、米原市
（３月まで）０７４９‒７３‒４３２１
（４月から）０７４９‒５１‒９０５５

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町
湖南市、甲賀市甲賀出張所

応募締切り

5月12日㈪
令和7年

当日消印有効

正解者の中から抽選で３０名の方に賞品をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

答えは 「シカ」 でした。

鮮やかなターコイズグリーンの外観が目をひく
「Ima art + café〈アイマ アートカフェ〉」では、〇〇
肉のジビエ料理が味わえます。
〇に入る言葉は何でしょうか？

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。
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〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想
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高島市の「道の駅マキノ追坂峠」は、山村地域の
〇〇〇〇がテーマに掲げられ、市内の農家さん
によって新鮮な農産物が出荷されています。
〇に入る言葉は何でしょうか？

N O S A I

NOSAI ノンちゃん2025 春号 Vol.48
この広報紙「NOSAIしが」は地球環境に
やさしい印刷方法で作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合
〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

ホームページで
滋賀県病害虫防除所からの
防除情報を掲載しています

滋賀県警察からのお知らせ


